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1 図のてこで、手ごたえはどうなるかな。

1 力点を支点から遠ざける

小さくなる 大きくなる
2 力点を支点に近づける

小さくなる 大きくなる

3 作用点を支点に近づける

小さくなる 大きくなる
4 作用点を支点から遠ざける

小さくなる 大きくなる

2 正しいものに○、まちがっているものに×を書こう。

1 小さな力で持ち上げるには、力点を支点から遠くするとよい。

2 支点から力点までのきょりは、手ごたえに関係しない。

3 作用点を支点に近づけるほど、大きな力がいる。

ヒント

支点から力点までのきょりと、

支点から作用点までのきょりを、別々に考えよう。

できたら
はなまる 力と電気 ・ つぎは 「実験用てこのつり合い」

こたえは ここ
つぎの 1まいも
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小さな力で持ち上げるには
ふつう ★★☆ ・ きょりと手ごたえ

電
力と電気

どこを
おすと楽？


